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１．はじめに
　道路局では、２００３年度に、一般道路から有料道路

への交通の転換等の促進により道路の有効利用を図

るとともに、沿道環境の改善や渋滞緩和、交通安全

対策などの推進を目的とした多様で弾力的な料金施

策の実施に向け、料金に係る社会実験についての施

策を創設した。国総研道路研究室においては、特に

全国各地で実施された地方提案型料金に関する社会

実験の結果について、以下の観点から全国横断的な

分析を行った。なお、詳細はスペースの都合上、文

献１）に譲る。

２．実験による地域の課題解決効果の検証
　実験は全２２件あり、大都市近郊の混雑対策や、環

境ロードプライシング、観光地における混雑対策な

どを目的としている。中でも地方都市の通勤混雑の

解消を目的とした実験が全１４件と最も多い。

　実験の結果、全国的に一般道から有料道路へ交通

が転換し、地域が抱える渋滞などの課題が緩和され

る効果が認められた。特に渋滞のボトルネックや実

験対象者のターゲットが明確な地方都市の通勤混雑

解消を目的とした実験において、効果が大きい傾向

がみられた。茨城県日立市の常磐道の実験を例にあ

げると、常磐道に並行する国道６号等の渋滞緩和を

目的に、日立北～日立南太田 ICまでの３IC相互の全

車種に対し、約５０％割引くという実験を２００３年１１月

～１２月１０日の約１ヶ月間行った結果、国道６号等市

内一般道の平日交通量が約４％（断面で約９.１万台 /

日→約８.７万台 /日）減少し、朝の路線バスの所要時

間が最大１８分短縮した。また、日立市内主要道路の

渋滞損失額は約１,５００万円 /日（約５,１００万円 /日→

約３,６００万円 /日）削減された。

３．料金弾性値の分析 

　次に、施策の効率性の観点から料金弾性値の分析

を行った。料金弾性値とは料金に対する交通量の感

応性の高さを表す指標である。ここでは特に、地方

都市の通勤混雑解消を目的とした実験の時間帯別料

金弾性値をみると（表－１）、全体的に、全日と比較

して朝夕の通勤・帰宅時間帯、および夜間に高い値

を示している箇所が多くなった。ただし、各実験で

前提となる交通量に差があるため、実験前交通量で

重みづけたところ、朝夕の弾性値が高くなり、これ

らの時間帯の割引が効率的であることがわかった。

４．おわりに
　本研究の成果は、２００５年１月からスタートする高

速道路朝夕通勤割引に反映されている。なお、２００４

年度も全国約４０箇所で実験が行われており、これら

の調査・分析を含め、今後とも地域の実情に合った

効果的かつ効率的な料金施策を展開してくため、施

策の継続的な見直しと改善を提案していく。
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表－１　時間帯別料金弾性値

夜間
（22-6）

夕方
（17-21）

日中
（9-17）

朝
（7-9）全日

0.070.380.360.470.38みちのく有料道（青森）
0.831.030.540.540.69常磐道等（茨城県日立市）
0.530.960.600.810.76北陸道・日東道（新潟市）
2.831.511.381.081.36北陸道（糸魚川：秋期）
1.271.221.041.111.11北陸道（富山：秋期）
1.241.060.820.740.88北陸道（金沢）
0.840.820.450.430.55山陽道、岡山道（岡山県）
0.570.500.490.460.50山陰道等（島根県）
0.570.380.350.650.44山陽道等（広島市）
0.240.410.350.390.37広島呉道路（広島県呉市）

0.430.620.480.580.55平均料金弾性値
（実験前交通量で重みづけ）

－ 100－


